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葛根湯の作用機序の検討　その 2
一イヌのマクロファ

ー ジ及び好中球の殺菌能へ の影響一
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［目的｝葛根 の 効果を科学的に解明する ために、イヌ の 体温及び免疫能として マ クロ フ ァ
ー

ジ（M φ）及び顆粒球である好中球の 殺菌能につ い て検討 した 。

［方法］葛根湯水製抽出液（満量25g 相当量を1 日量45mL × 2回；90mL 中に含む）を使用 し

た 。 成人1回の 摂取量をもとに葛根湯水製抽出液 O．　75mL ！回 1kg体重、朝 1回投与 し、対照群

には蒸留水を同様に投与した（各群 n ； 6）。 体温 （直腸温）は、投与直前、投与後 0．5h、1h、3h、

5h 及び8h値の合計6呵測定した 。　M φ及び好中球の殺菌能測定はそれぞれ別に試験した 。 各

殺菌能の試験の投与量は、体温測定と同様に0．75mL ！回 〆k9体重、朝晩2回強制経口投 5一し、

対照群には蒸留水を同様に投与した（各群 n ＝ 6）。 投与直前、初回投与後2h、5h、8h、24h 及

び48h値に採血し、　M φある い は好中球を比重遠心法で分離し、それぞれ の殺菌能を測定 し

た。 すなわち、M φと好中球の浮遊液の調整は 1．　O　x 　103個 ！mL に RPMI 　1640培地で調整 し、

菌液 の 調 製は ハ ー
トイ ン フ ユ

ージ ョ ン （HI）プ ロ ス 培地で 増菌培養 し て大腸 菌濃度 を

3．0× 106個！mL に調製 した 。 殺菌能測定は、それぞれ の浮遊液と菌液を1mL ずつ 混合 し、

37℃ 1時間感作後洗浄 し、 HI 寒天培地 で 37℃ 18時間培養した。培地上 の コ ロ ニ ーを希釈段

階別に菌数を計測し、2回の測定値の平均を菌数とした。 体温変化検定は Tukey−Kramer の多

重比較検定 に よ り比較 した 。 投与前 と投与後の M φ及び好中球の 菌数残存率（％）は、

Signed　Wncoxon 検定 、 各群間は Wilcoxon検定によ り比較した 。

［結果］葛根湯群の 体温 は対照群との比較にお い て、投与後30分で有意に ヒ昇 し、8時間値

まで持続 した 。 また、葛根湯群は M φ及び好中球 ともに 、 大腸菌残存率は同様の 比較にお い

て初回投与後5h、8h及び24h値で有意に低い 値を示 した 。

［考察］第一報で葛根湯は体温上昇とともに生体の防御因子である M φの 貪食活ISを高め 、

かぜ症候群罹患時の諸症状の改善へ の 寄与が示唆 された こ とを述べ た 。 本報で は
、 更に体温

の 上昇につ い て 詳細 に検討 した結果、そ の 上 昇 は投与後30分よ り有意に 上昇し、持続性も

あっ た。 また 、 M φ及び好中球の殺菌能も投与後5時間値よ り有意に高め る こ とが確認され

た 。 以上 の 結果より、かぜ症候群 の ウ イル ス 等に よる疾患に止まる こ とな く、細菌性疾患の

症状緩和にも寄与する こ とが示唆され た 。
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